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こ だ ま 第１６８号（２００９年４月）
－ ３ －
人文学類長おすすめの本






















































































































































































































こ だ ま 第１６８号（２００９年４月）
－ ７ －
機械工学類長おすすめの本



































































































中 西 義 信
（なかにし・よしのぶ）
窪田輝蔵．『科学を計る：ガーフィールドと





































天 野 良 平
（あまの・りょうへい）
１）赤瀬川源平．『日本男児』（文春新書）
文藝春秋，２００７年
２）辰濃和男．『文章のみがき方』（岩波新
書）岩波書店，２００７年
寝る前に，枕元に本が数冊あり読んでいる。
ジャンルは何でもよい。本に申し訳ないが，
乱読である。そんな中で「この本はゆっくり
もう一度読もう」という気にさせてくれる本
に出会う。この２冊もそんな本である。『老
人力』を書いた赤瀬川さんが今度は何を書い
たのであろうかと思って読んでいくと，そこ
には「現在の日本人社会の変化を捉える」素
の率直な切り口があり「目からウロコ」で心
地よい。『天声人語』元著者辰濃さんが，沢
山の著述家の作品から「文章論」を紹介しな
がら，「文は心である」と語っていく実に読
みやすい。素晴らしき観察力に感嘆する。
